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各位 

株式会社 東北銀行 

 

「金融仲介機能のベンチマーク」の公表について 

 

株式会社東北銀行（取締役頭取 村上 尚登）は、「金融仲介機能のベンチマーク（以下、

ベンチマークという。）」の指標を公表いたしましたので、お知らせいたします。 

当行は、「地域金融機関として地域社会の発展に尽くし共に栄える」を経営理念とし、  

中小企業支援に向けて金融仲介機能を発揮していくことにより、地域とともに成長する 

ことを目指しております。平成 28 年 4 月よりスタートした中期経営計画においても  

「“地域力の向上”～地域の中小事業者の企業価値向上をお手伝いします～」をテーマとし

て掲げ、地域の活性化につながるお客様の発展・成長に向けた支援に取り組んでおります。 

こうしたなか、平成 28 年 9 月に金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に 

評価できる多様な指標として金融庁よりベンチマークが公表されました。 

今回、当行の金融仲介機能の発揮状況として平成 27 年度におけるベンチマークを公表 

するととともに、今後も経営理念・中期経営計画の実現に向けてベンチマークを活用し、

お客様のニーズや課題解決につながる融資支援・本業支援などに積極的に取り組み、  

「地域力の向上」に努めてまいります。 

 

以上 

平成 29年 2 月 13 日 

【本件に関するお問い合わせ先】 

経営企画部（担当：橋場） 

TEL：019-651-6161（内線：3245） 



平成29年2⽉13⽇

⾦融仲介機能のベンチマーク



 ⾦融仲介機能         活⽤    

 ⾦融仲介機能         活⽤

当⾏   中期経営計画     “地域⼒ 向上” 地域 中⼩事業者 企業価値
向上  ⼿伝           掲  地域 活性化      客様 発展 成⻑ 
向けた⽀援に取り組んでおります。
 ⾦融仲介機能         活⽤  ⾦融仲介機能 質 向上 努   客様 

ニーズや課題解決につながる融資⽀援・本業⽀援を積極的に進めてまいります。

【中期経営計画全体図】

担保・保証依存の融資姿勢からの転換

取引先企業 経営改善 成⻑⼒ 強化

取引先企業の抜本的事業再⽣等による
⽣産性の向上

ベンチマーク
の積極的な

活⽤

⾦融仲介機能 質 向上
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 ⾦融仲介機能       （共通      ） 

取引先企業 経営改善 成⻑⼒ 強化

【共通ベンチマーク1】
 ⾦融機関          取引 ⾏    企業    経営指標等 改善 就業者数 
増加 ⾒   先数   同先 対  融資額 

当⾏           取引先 56％超 経営 改善        当⾏  本業⽀援 
融資⽀援    地域  取引先 発展 成⻑ 向   ⼿伝         
当⾏           取引先 56％超 経営 改善        当⾏  本業⽀援 
融資⽀援    地域  取引先 発展 成⻑ 向   ⼿伝         

メイン先数 3,179先 うち経営指標等の改善先数 1,788先

メイン先の融資残⾼ 1,808億円 上記の融資残⾼ 863億円

基準日：平成２８年３月３１日

◆   先･･･当⾏ 融資残⾼ 最 多 先
◆経営指標等改善先･･･前期⽐ 売上⾼ 営業利益率 労働⽣産性 従業員数   ⼀   改善  先

【関連  当⾏ 施策】
・本業⽀援（マッチング⽀援、営業⽀援、経営改善⽀援）

          販路開拓⽀援 個別商談会 開催   
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 ⾦融仲介機能       （共通      ） 

取引先企業の抜本的事業再⽣等による⽣産性の向上

【共通ベンチマーク2】
 ⾦融機関 貸付条件 変更 ⾏    中⼩企業 経営改善計画 進捗状況 

◆好調先･･･売上 営業利益      計画⽐120％超の先。
◆順調先･･･売上 営業利益      計画⽐80％ 120％の先。
◆不調先･･･売上 営業利益     計画⽐80％未満の先。

条件変更 ⾏  経営改善計画 策定     取引先    85％超の計画が順調に推移。
外部機関との連携等により、お取引先の計画策定⽀援に積極的に取組み、業況改善に向けて
⽀援してまいります。

条件変更 ⾏  経営改善計画 策定     取引先    85％超の計画が順調に推移。
外部機関との連携等により、お取引先の計画策定⽀援に積極的に取組み、業況改善に向けて
⽀援してまいります。

条件変更総数 うち計画策定先 好調先 順調先 不調先
中⼩企業 条件変更先 係 
経営改善計画の進捗状況 645先

188先 59先 102先 27先
（計画策定先に占める割合） 31.4％ 54.3％ 14.4％

基準日：平成２８年３月３１日

【関連  当⾏ 施策】
・本業⽀援（経営改善⽀援）

経営改善計画の策定⽀援。
・外部機関との連携による経営改善⽀援

東⽇本⼤震災事業者再⽣⽀援機構及 岩⼿（宮城）産業復興機構 活⽤  再⽣⽀援   
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 ⾦融仲介機能       （共通      ） 

取引先企業の抜本的事業再⽣等による⽣産性の向上

基準日：平成２８年３月３１日

【共通ベンチマーク3】
 ⾦融機関 関与  創業 件数 

◆創業に関する融資を集計。⾦融機関 関与  創業件数 23件

【関連  当⾏ 施策】
・本業⽀援（起業、創業⽀援）

岩⼿県   ⽀援拠点  定期相談会 開催 補助⾦制度等 活⽤ 通  事業者⽀援   
・事業性融資商品「とうぎん創業⽀援ローン(起業のとびら)」の取扱い

23先 創業 関  融資⽀援 ⾏     地域経済 活性化 向   創業 ⽬指 
 取引先 ⾦融⽀援 本業⽀援 積極的 取 組        
23先 創業 関  融資⽀援 ⾏     地域経済 活性化 向   創業 ⽬指 
 取引先 ⾦融⽀援 本業⽀援 積極的 取 組        
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 ⾦融仲介機能       （共通      ） 

取引先企業の抜本的事業再⽣等による⽣産性の向上

【共通ベンチマーク4】
「ライフステージ別の与信先数および融資残⾼」

 創業期   成⻑ 安定 向  ⽀援  低迷期  再⽣期   再成⻑ 向  ⽀援   
お取引先のライフステージに応じた様々なソリューションの提供に努めてまいります。
 創業期   成⻑ 安定 向  ⽀援  低迷期  再⽣期   再成⻑ 向  ⽀援   
お取引先のライフステージに応じた様々なソリューションの提供に努めてまいります。

ライフステージ
対象先 創業期 成⻑期 安定期 低迷期 再⽣期

ライフステージ別の与信先数
5,112先 285先 809先 3,294先 167先 557先

（上記に占める割合） 5.6％ 15.8% 64.4% 3.3% 10.9%
ライフステージ別の与信先に係る
事業年度末 融資残⾼

2,282億円 124億円 334億円 1,475億円 45億円 304億円
（上記に占める割合） 5.4% 14.6% 64.6% 2.0% 13.3%

基準日：平成２８年３月３１日

◆創業期⇒創業  ５年   
◆成⻑期⇒売上⾼平均で直近２期が過去５期の120%超。
◆安定期⇒同80% 120%。
◆低迷期⇒同80%未満。
◆再⽣期⇒貸付条件 変更   延滞   期間 

【関連  当⾏ 施策】
・本業⽀援（起業・創業⽀援、マッチング⽀援、営業⽀援、経営改善⽀援）

-5-



 ⾦融仲介機能       （共通      ） 

担保・保証依存の融資姿勢からの転換

【共通ベンチマーク5】
 ⾦融機関 事業性評価 基  融資 ⾏    与信先数 融資額   全与信先数 融資
額に占める割合」

事業性評価に基づく融資を⾏    与信先数及び融資残⾼ 378先 628億円

上記計数の全与信先数及び当該与信先の融資残⾼に占める割合 5.2％ 15.2％

平成28年12⽉末時点で事業性評価先数は702先、その融資残⾼は866億円となっております。
今後も事業性評価に基づいた融資⽀援に取り組んでまいります。
平成28年12⽉末時点で事業性評価先数は702先、その融資残⾼は866億円となっております。
今後も事業性評価に基づいた融資⽀援に取り組んでまいります。

基準日：平成２８年３月３１日

【関連  当⾏ 施策】
・事業性評価の定着化

⼈材育成（事業性評価研修の開催）、本業⽀援研究会の開催ほか。
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